
 
 
 
 
 
 
 

思春期：自分を客観視する力（自己認識力）を 
 

少子化による学生不足や働き手不足などにより、学校は学生獲

得、企業は働き手獲得のため、高校や大学の入試制度や入社試験の

方法や内容が、以前とは大きく変わり多様化しています。昔は一般入試がほとんどでした

が、今はさまざまな推薦入試の枠が広がってきており、一般受験の方が少なくなってきてい

ます。そのことの是非（課題）はさまざまありますが、現実はそのような状況になっています。 

そのため、さみだれ式に合格や採用発表がなされ、早い子は年内に次の進路が内定す

る状況になっています。以前、「就職が決まったので報告にきました」と、体育館に立ち寄っ

てくれた子（高３）もその一人でした。今週は、同じときにいっしょにがんばっていた子も「専

門学校に合格が決まりました」と報告に来てくれました。 

 

中学生も時折来て、小学生（後輩）の練習相手になってくれています。中学でもバスケッ

トを続けている子もいますが、中学では、ほかの部活動に入って楽しく活動している子もま

す。小学生のとき、いろいろ課題を抱え、失敗を重ねていた子もいますが、そのつど失敗を

ふりかえり、自分の課題を知ったうえで努力を続け、卒業時までには、なんとか人としての

土台をつくって卒業していきます。「いったん入部したら、卒業までは続けよう」ということ

を、直方クラブの約束にしている意味は、そこにもあります。単にバスケットがうまくなるため

だけのクラブではなく（選手育成が目的ではなく）、自分を変える、人としての土台をつくり

成長させる、人間形成のための活動をするクラブ、ということを大切にしています。それは一

朝一夕にできることではなく、時間とねばり強いかかわりが必要です。このプロセスを経

て、一つの大きな節目である小学校卒業までやりきったという気持ち（自尊感情）が、その

後の歩みの糧（かて）になります。 

その後、中学校に進学したときは、あらためて自分がしてみたいことにチャレンジすれば

いいと思っています。バスケットを続けるもよし、新しいものにチャレンジするもよしです。い

ずれの道を選択した子も、“いい顔”で小学生の相手をしてくれる姿を見ると、うれしくなり

ます。卒部までがんばった子は、いつまでも直方クラブのOBであることは消えないので、い
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つでももどってくることができる場所になります。これも、卒業までやり遂げたことの意義の

一つです。 

 
６年生は、小学校生活が約４か月をきりました。クラブでの実質の活動は約３か月です。

その後は中学校進学に向けた準備に入っていきます。中学校生活は３年間、部活動は実

質２年間程度、すぐに高校という時期がきます。高校への入試制度やシステムはまだまだ

変わっていく可能性があります。自分で自分のことをしっかり考え、制度やシステムを学び、

自分で判断・決断していく力が求められます。そのときまでに、人としての土台をしっかりつ

くっておきたいですね。 

第二次性徴期、思春期をむかえ、心身ともに成長・発達が促され、おとなへの準備期間

に入ります。個人差はありますが、精神的な揺れが生じることは少なくありません。おとなの

求めに対し、これまでとは違った反応を示すこともあるでしょう。「乳幼児期の育ちの結果

は思春期にあらわれる」と言われます。乳幼児から小学生、中学生、高校生という過程に

おいて、くぐっておきたい「愛着形成」「自尊感情」「自律の力」などが育まれていれば大き

く崩れることは少ないと思いますが、さまざまな事情で、どこかで、うまくかかわることがで

きず、課題を感じることがあれば、改善に向けたかかわりを補っていくことが必要です。改

善は気づいたそのときから、早ければ早いほど、キズが大きくならずにすむし、改善への時

間と労力が少なくてすみます。 

気をつけたいのは、子どもの日々の生活の様子から育ちの状態を見てとることができ

ず、課題に気づけず、必要なかかわりがされないことです。個のかかわりが難しいときは、

おとなが課題を共有し、協力してかかわることが必要です。 

 

６年生は卒部までに、多くの人から、「1年かけて、いいチームになったね」と言ってもらえ

るようになってほしいですね。そのためにも、自分が今とっている行動（姿）がまわりにどん

な影響を与えているか、周りからどう見られているか、中学進学を前にして、自分を客観視

する力（自己認識力）が必要になってきている時期です。多くの人の期待、何より自分自身

への期待を、自分の行動（姿）で裏切らないでほしいですね。ベース（土台）をしっかりつく

り、誇れる自分、誇れる活動、誇れるチームになることが、これからの自分の進路にも影響

してくることを自覚して卒部までの活動に向かってほしいと思います。 
 

 


